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続いて議事に入り、事務局から平成２４年度の活動について、「四十四田ダムさくらまつり」で約２千人の来

場者で賑わいをみせた事や、「水源地子ども交流会」で水源地域の子どもたちが自然の中で楽しみながら交

流できた事など、ビジョンの取組みが水源地域の交流や情報共有に大きな役割を果たしているとの報告があ

りました。

平成２５年度の活動については、前年度に行った取組みについて改善しながら継続して行い、また水源地

域の活性化につながる新たな取組として、水源地域の様々な川の自然や水質の違いについて学習する「四

十四田ダム水源地域の子ども水質調査」、ビジョン関係者が互いに学びあう「四十四田ダム水源地域セミ

ナー」の開催などが提案され、これらの議事について各委員会から活発な意見交換がありました。

総会の様子

総会では、始めに四十四田ダム水源地域ビジョン推進会議会
長である谷藤盛岡市長から 「四十四田ダム水源地域ビジョンは
今年度が実質的に動き出した最初の一年目ですが、多くの活動
が実施されました。団体の皆様、関係機関、市町村の格段のご
協力があっての賜物だと感じております。来年度の更なるビジョ
ン推進のために、本日のこの総会も活発な意見交換の場としま
しょう」という挨拶を頂きました。

２月１４日（木）、北上川ダム統合管理事務所会議室にて「平成２

４年度四十四田ダム水源地域ビジョン推進会議総会」が開催され

盛岡市長、岩手町長、滝沢村長など関係者２８名が出席しました。

盛岡市長 岩手町長 滝沢村長

「昨年、ビジョン関係者からの協力を
得ながら北上川の源泉シンポジウム
を岩手町で開催しました。北上川の
魅力と関係団体が連携することの素
晴らしさを実感したところです。今後
も四十四田ダムの水源地域の方々
が集まり、協力しながら活発な活動
をしていけるようにしましょう」

「平成２５年度のビジョンの活動に
ついては、村の広報などを使いな
がら参加者への呼びかけや、情報
発信をしていきたいと思います。ま
た、四十四田ダムの湖畔にあるも
のを活かした取り組みを、住民の
方々とも相談しながら進めていき
たいと考えているところです」

首 長 か ら の コ メ ン ト

「地域の皆様が "水の恵み"という感謝の
気持ちを持ちながら、親水性についてもご
理解を深めていただくような活動を引き続
き展開していきたいと思います。 ビジョン
推進については充実した活動、次の世代
に繋いでいくような活動をしていきましょう」



　 　　　　

　

１月９日採水

☆水温：１.０℃

☆ｐＨ：７.５

☆ＣＯＤ：１.５mg/l
（水質悪化の指標）

☆ヒ素：未検出

桜の木の剪定を行ったり、日が長くなってきたり、春の訪れの近さを感じます（小）

「森と湖のある風景画コンクール」実行委員会では、
「森と湖に親しむ旬間」行事の一環として風景画の
作品募集をしています。

対象：幼年・小学生・中学生・高校生
締切：平成２５年５月３１日（金）
詳しくはものしり館入り口のパンフレット、または下

記ホームページをご覧下さい。

http//www.wec.or.jp/morimizu/contest/

作業前 作業後

芽を食べるウソ達作業の様子

２月２日～２月１８日まで桜の木
剪定作業を行いました。
この作業は、病気や不要な枝の

除去を行い、若い枝を残して枝、
花の若返りを目的として行ったも
のです。
作業担当者からは「枝が混雑し

て日照不足、通気不良による樹勢
衰退が見られる」、「ウソ（鳥）が来
ているので、サクラの蕾を食べ過
ぎなければ良いのですが…」との
報告もありましたが、この剪定作
業の効果が発揮され、今年の春も
見事な桜景色が見られる事を期
待したいですね。

★鷹が鴨を捕獲した決定的瞬間 ★
ダム堤体通路付近にて撮影

★まだ幼い白鳥。可愛いです★

ダム下流付近にて撮影


